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こ
れ
は
、
①
二
人
の
疫
病
神
が
旗
本

仁に

賀か

保ほ

家
の
江
戸
屋
敷
に
侵
入
し
て
捕

え
ら
れ
、
②
罰
金
で
許
さ
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
て
書
い
た
も
の
で
す
。「
③
今
後

は
仁
賀
保
金
七
郎
と
仁
賀
保
大
膳
の
名

前
が
あ
る
と
こ
ろ
に
は
入
り
込
ま
な
い

し
、
④
そ
れ
を
仲
間
の
疫
病
神
に
も
伝

え
る
」と
約
束
し
て
、
こ
の
お
わ
び
状
を

作
り
ま
し
た
。

　

仁
賀
保
金
七
郎
と
大
膳
は
実
在
の
人

物
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
作
り
話

で
す
。
お
わ
び
状
を
持
っ
て
い
る
と
疫

病
神
が
来
な
い
と
信
じ
ら
れ
て
、
各
地

で
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
首

都
圏
に
お
い
て
複
数
例
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
当
時
の
民
間
信
仰
を
物
語
る
貴

重
な
資
料
で
す
。

文
化
課　
主
事　
堀
野
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平

疫や
く

病び
ょ
う

神が
み

か
ら
の
お
わ
び
状

　

新
た
な
一
年
を
無
病
息
災
で
過
ご
せ

る
よ
う
に
願
う
の
は
今
も
昔
も
同
じ
で

す
。
今
回
は
、
江
戸
時
代
の
鹿
沼
の
人

び
と
が
無
病
息
災
を
願
っ
て
作
っ
た
不

思
議
な
古
文
書
を
紹
介
し
ま
す
。

　

左
の
写
真
は
、
塩
山
町
の
旧
家
に
伝

わ
る
古
文
書
で
す
。
内
容
は
普
通
の
お

わ
び
状
で
す
が
、
差
出
人
が「
疫
病
神
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

第５回

鹿沼まるごと博物館の活動や、鹿沼の自然や歴史・文化にまつわるホットな話題を紹介します。鹿沼まるごと博物館の活動や、鹿沼の自然や歴史・文化にまつわるホットな話題を紹介します。
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後
私
共
両
人
者
不
及
申
仲
間
之
者
共
迄

被
仰
付
難
有
仕
合
奉
存
候
④
然
ル
上
者
此

申
候
②
依
之
命
御
助
殊
ニ
鳥
目
拾
九
銅

被
仰
出
候
趣
奉
恐
入
候
以
来
御
屋
敷
内
並

③
御
両
人
様
之
御
名
前
有
之
処
江
決
而
入
込
不

①
一
私
共
両
人
以
心
得
違
御
屋
敷
江
入
込
段
々

財源確保のために広告を掲載しています。

ま
る
ご
と
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
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●「
二
宮
尊そ

ん

徳と
く
ゆ
か
り
の
地
ツ
ア
ー
」の

　
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

※
詳
細
は
23
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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